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ン（Felipe Calderón Hinojosa）国民行動党（PAN: 
Partido Acción Nacional） 政 権 は，「 対 麻 薬 戦 争

























































使用者は 1200 万人まで減少し，90 年代は 12 歳
以上の人口の約 7% の水準で推移した ［Office of 
National Drug Control Policy 2001］。
米国における大麻使用者は，2002 年から 2007
年頃までは 12 歳以上の人口の 6% 前後で推移し
ていたが，2008 年頃からは増加傾向がみられ，
2014 年には 8.4% に達した。この背景には，米
国の多くの州で大麻の合法化が進んでいること
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ヘロインの使用者は約 0.1% 程度にとどまるが，
国連のデータによれば，2007 年から 2014 年にか
けて 145% 増加しており，推計 91 万 4000 人（2014
年）に上る。米国に供給されるヘロインのうち，





米国への供給量が減少した。2006 年から 2012 年
までのあいだに，コロンビアにおけるコカインの
生産量は 660 トンから 333 トンへと約半分にまで
落ち込んでいる。これに連動して米国でのコカイ
































と（図 2），殺人による死亡件数は 1990 年代から
2000 年代にかけて緩やかな減少傾向にあったが，
2007 年を境に増加に転じ，2011 年にかけて急
増して年間 25,000 件を超えた。その後，2012 年
から 2014 年にかけて 20,010 件まで減少したが，
2015 年以降は再び増加し，2016 年には 24,559 件
となった。メキシコ内務省のデータによれば，
2017 年 1 月から 9 月までの月平均殺人件数は約











and Shirk 2015, 9］。正確な内訳は不明だが，全
国で起こる殺人件数のうち約 30 〜 60% が，上述
の特徴を有する組織犯罪によるものと推定され，
また 2007 年から 2011 年にかけての殺人件数の急
増は組織犯罪によるところが大きいとされている
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（出所） INEGI のデータをもとに筆者作成。
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あったことが，表 1 と図 3 から読み取れる。ゲレ
ロでは，他州に先駆けて 2014 年から 2015 年に
かけて殺人件数が揺り戻しており，全国レベルの












続く 2015 年から 2016 年にかけては，ミチョア
カンとコリマの寄与率が比較的高く出ているが，



















じ INEGI のデータによれば，2010 年と 2016 年の
州殺人件数の平均はそれぞれ 804 件と 767 件であっ
た。これに対し，標準偏差は，2010 年に 1,191 件だっ
たが，2016 年には 693 件にまで減少している。
また，人口比でみた場合，2010 年には人口 10
万人当たり殺人件数が 10 件を超える州は 19 州
だったが，2016 年には 25 州に増えている。つ
まり，2010 年の時点と比べると，2016 年時点で
は，全国的におしなべて治安が悪い状況が浮か
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層の失業と麻薬をめぐる暴力激化にも関係がある
［De Hoyos et al. 2016］。2007 年のデータによれ
ば，犯罪を犯して司法手続きが進行している容疑
者の約 9 割は男性で，そのうち 16 歳から 30 歳ま








は若年層でとりわけ大きく，2008 年から 2010 年
にかけて，若者にとっての就業機会が甚だしく
減少するなかで，組織犯罪による「労働力の需要」
が急激に高まった。1995 年から 2013 年までの州
レベルのパネルデータを用いたデオジョスらの
分析からは，19 歳から 24 歳までの男性失業者の


































とつとされ，2011 年までに 19 人のボスが逮捕な
いし殺害されて，「副官」（“teniente”）と呼ばれ
るナンバー 2 クラスの幹部を含めると，排除さ









































































































入は大きな打撃となった［CNDH 2016, 13, 29-30, 






















2012 年 12 月に発足したエンリケ・ペニャ＝ニ
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